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輸送動向について（２０２５年４月分） 

 

１． 輸送概況 

国内景気は緩やかに回復しているものの、米国の関税措置の影響による景気の先行き

不透明感が高まっているほか、消費者物価の上昇等を受けて個人消費は力強さに欠けた。

当社の輸送実績においては、コンテナは前年を上回った一方、車扱は前年を下回った。 

コンテナは、エコ関連物資が、中央新幹線建設工事に伴う発生土の運搬により前年を

上回ったほか、積合せ貨物は、連休期間中の利用増もあり増送となった。また、化学工

業品は、一部顧客・品目における連休期間前の送り込み需要や鉄道シフトにより前年を

上回った。コンテナ全体では前年比 104.6％となった。 

車扱は、亜鉛が、一部顧客の輸送終了により前年を下回ったほか、石油は、燃料価格

の高止まりに加え、本年は連休期間が長期休暇を取りづらい曜日配列になったことや物

価高もあり行楽需要が低迷し、ガソリン及び軽油の荷動きが振るわず、減送となった。

車扱全体では前年比 97.2％となった。 

コンテナ・車扱の合計では、前年比 102.4％となった。 

 

２． 輸送実績 

（単位：千ﾄﾝ、％）

種別 月　　計 前年比 年　度　累　計 前年比

扱別 本年実績 前年実績 本年実績 前年実績

コンテナ 1,650 1,578 104.6% 1,650 1,578 104.6%

車    扱 620 638 97.2% 620 638 97.2%

合　  計 2,270 2,216 102.4% 2,270 2,216 102.4%  

 

３． 品目別輸送実績表 

（単位：千ﾄﾝ、％）

扱  別 品     目 本年実績 前年実績 増減 前年比

農 産 品 ・ 青 果 物 120 120 -0 99.8%
化 学 工 業 品 137 134 3 102.6%
化 学 薬 品 90 92 -1 97.8%
食 料 工 業 品 269 282 -12 95.6%
紙 ・ パ ル プ 175 174 0 100.5%

コンテナ 他 工 業 品 94 95 -0 99.0%
積 合 せ 貨 物 290 285 5 101.8%
自 動 車 部 品 58 57 0 101.7%
家 電 ・ 情 報 機 器 29 31 -2 93.2%
エ コ 関 連 物 資 80 24 55 325.7%
そ の 他 302 278 23  108.5%
コ ン テ ナ 計 1,650 1,578 72 104.6%
石 油 424 433 -9 97.9%
セ メ ン ト ・ 石 灰石 114 112 2 102.2%

車　　　扱 車 両 59 60 -0 99.4%
そ の 他 20 31 -11 65.4%
車 扱 計 620 638 -18 97.2%

2,270 2,216 54 102.4%

（車扱の品目別輸送量は社線発送トン数も含む数値、本年は速報値、前年は確報値）

合　　　　　　　計

 


